
「なんでも、たんとうと、くものゆめをみると、いいおむこさんがくる

と、みんながいうのだそうです」「まあ、それはほんとかい」「ほんと

だそうです。けれども、そんなゆめをみたことが、あいてのおむこさん

にわかると、だめになるのだそうです。ですから、ふたりのじょちゅう

は、あたしに、そのゆめのことを、だれにもいってはいけないと、いい

ました」「まあ、おまえは、ほんとにばかだねえ。なぜ、そんなにたい

せつなゆめを、おしゃべりしてしまうの」と、おかあさまのおきさきは

ほんとにざんねんそうにいわれました。「いいえ。おかあさま。あたし

は、おむこさんなんかいらないの。それよりも、そのおはなしをするほ

うが、よっぽどおもしろいの。だって、こんなにおもしろいゆめをみた

ことは、うまれてはじめてなのですもの」「おまえは、ほんとにしよう

がないおしゃべりだねえ。それじゃ、おまえのおもりのじょちゅうが、

そのゆめのことを、そとへはなさないようにしましょう」と、おきさき

さまがいわれました。「いいえ。かまわないのよ、おかあさま。じょち

ゅうがおはなししなくても、あたしが、おはなししますから、だめです

よ」と、おしゃべりひめが、いいました。おうさまも、おきさきさまも

おしゃべりひめのおしゃべりに、あきれておいでになるところへ、ひめ

のおつきのじょちゅうが、ふたりそろって、ひめのまえにきて、あたま

をさげて、「おひめさま、おけしょうのおてつだいを


